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１ 学 期 を 終 え て

【 約束ということ 】

私はあまりテレビを見ないのだが、近頃は夕飯の時間に、先に食べ終わった子供たちが

見ている番組を、見るともなしに見ている。

６月で終わった「ザ・クイズショウ」というドラマがあった。ドラマの中で同名のクイ

ズ番組がオンエアされるという設定で、劇中劇であるクイズ番組の解答者は毎回１人だけ。

正解を続ければドリームチャンスに挑戦することができ、自分の夢を叶えるという形にな

っていた。

このドラマを成り立たせていたのは、たくさんの「約束」だ。常にある意図をもって解

答者を選び、クイズ番組に招待すること。一見無関係に見える毎回の解答者に、実は共通

点があること。クイズは、解答者の過去と現在の真実を暴く目的で出題されること。司会

者である神山が記憶喪失であること。ディレクターの本間は、番組を利用して自分の目的
かみやま

を果たそうとしていること。などなど、多くの約束が徐々に分かっていく仕掛けになって

いた。

見るともなしに見ている人間からすれば、いたって分かりにくい設定なので、最初は何

がどうなっているのか、見当がつかなかった。しかし立場を変えて、狂言回しをしている

本間から見るならば、実は単純な物語だと最後には理解できた。幼なじみの女性を失った

事故の真相を暴き、関係者に罪を償わせようという、本間が自身と交わした約束を実現し

ていくストーリーだったのだ。

およそ人間とか、社会とかいうものは、そういうものなのだろう。全体を見ると複雑に

見えるけれども、一人一人の人間は、自分自身や他人と交わした約束を果たそうと努力し

ているに過ぎない。もちろん、その約束をなかなか果たせないで、四苦八苦するのも人間

なのだが・・・。

暑い夏がやってきた。１学期を終え、高校生活も折り返し点を迎えようとしている。高

校に入学して以来、皆さんは、自分自身に、あるいは家族に、友人に、どんな約束をして

きただろうか。簡単に果たせない約束もあるだろう。果たせぬまま期限が過ぎた約束もあ

るだろう。忘れてしまった約束も多いかも知れない。しかし、大切な約束のいくつかは覚

えているはずだ。それは何か。

「指切りげんまん嘘ついたら針千本飲ます」。高校生の君たちにそんなふうに言って指

を切ってくれる人はいない。自分自身とした約束ならば、なおさらだ。だからこそ、日常

の忙しさの中で、いつの間にか封印してしまった大切な約束を思い出そう。その約束をし

た時の、心持ちを、感触を、思い出そう。

大事なことは「約束を思い続けること」だ。約束をはっきり意識しようと努める限り、

それを果たす努力を続けることは難しくはない。逃げ出したくなっても、忘れたふりなど

せずに約束を果たそうとするのが、大人だ。「忘れちゃった」が通用したのは、「指切り

げんまん」をしていた幼い日の話である。

いくつかの約束を積み重ねて今日があり、また小さな約束をして明日がある。

約束を思い続けられるならば、強い。

【系統別課題研究】

7 月 15 日(水)に岡山大学の先生を助言者としてお招きして、課題研究の中間発表を行
いました。各系統で「惚れ薬の研究」や「速く走る研究」などユニークな発表もあったよ

ほ

うです。授業終了後に岡大の先生にお聞きしたところ、「身近な問題で良いから、研究を

自分でやろうとすることが大切。単なる調べ学習の域を脱して欲しい」とのことでした。

色々と忙しいですが、夏期休業中に少しでも前進するように取り組みましょう。

【８月・９月の予定】

８月７日（金）～９日（日）第８回国際高校生フォーラム in倉吉（希望者）
８月１７日（月）補習開始（４限まで）

２４日（月）松柏祭ブロック別集会（以後、準備が本格化）

３１日（月）始業式・宿題テスト（変則時間割で６限は 15:25に終了）
９月１１日（金）・１２日（土）・１３日（日）松柏祭

１４日（月）・１５日（火）振替休業日

２６日（土）土曜活用講座（午前中）

保護者説明会（14:00～ 16:00 中央公民館）

「学年の現況と来年度の科目選択について」

３０日（水）・１０月１日（木） 第２回実力テスト・・・今回から５教科実施

【今月の詩】

長田 弘の「かぼちゃの食べかた」は割愛します。


